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1

学   長   挨   拶

池端雪浦（東京外国語大学学長） 

2002年度から開始された文部科学省の「 21世紀 COEプログラム」は、我が国の
大学に、世界最高水準の研究教育拠点（ Center of Excellence）を学問分野毎に形成
し、研究水準のいっそうの向上と世界をリードする創造的な人材の育成をめざして
います。本学は、「人文科学」と「学際・複合・新領域」の 2 つの学問分野にそれ
ぞれ 1件の申請を行い、人文科学では「言語運用を基盤とする言語情報学拠点」、学
際・複合・新領域では「史資料ハブ地域文化研究拠点」が採択されるというすばら
しい結果をえました。本学大学院地域文化研究科の、個性ある研究教育のポテン
シャリティが高く評価されたことを嬉しく思います。これら二つの拠点は、言語研
究と地域文化研究における世界的な教育研究拠点を目指そうとする本学の将来構
想の主要な推進力・両輪であると考えられています。拠点活動の開始から 2年を経
過し、それぞれの拠点の活動は、すでに大きな成果と波及効果を生みだしつつあり
ます。
「言語運用を基盤とする言語情報学拠点」は、「 TUFS言語モジュール」と呼ばれ
るインターネットを活用した 17 言語の多言語ウェブ教材を開発していますが、こ
れは情報工学の基盤の上に言語学と言語教育学を統合させた「言語情報学」という
新しい学問領域からの研究であり、拠点形成の中心的な学術的成果です。この拠点
を全学的見地から支援するために、学長直属の「 21 世紀 COE プログラム運営室」
を設置しています。この運営室は、学長、副学長、研究科長、拠点リーダーをはじ
め、大学院を支える学部ならびにアジア・アフリカ言語文化研究所の長、さらに事
務局長以下事務局幹部から構成され、部局横断でかつ事務局・教員が文字通り一体
となった組織です。運営室は、拠点の支援のために学内諸組織間の連携体制を構築
するとともに、総計 300平米におよぶスペースの提供や在外調査研究旅費などの学
内予算措置をはじめとする支援を行っています。
今後もさらに推進メンバーの方々が精力的にプロジェクトに取り組み、大きな研
究成果をあげ、言語情報学拠点から次世代のわが国の言語研究と外国語教育を担う
人材が多数輩出されることを願ってやみません。 21世紀 COEプログラムの成功の
ために、本学の叡智を結集し、大学全体として協力してゆく所存です。 

2004年 6月 10日
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言語運用を基盤とする言語情報学拠点 
Center of Usage-Based Linguistic Informatics (UBLI)

川口裕司（ COE拠点リーダー）

言語情報学

情報工学の基盤の上に言
語学と言語教育学を有機的
に統合し、「言語情報学」と
いう新たな学問分野の世界
的な研究拠点を創成するこ
とが、このプロジェクトの
目的です。ボーダレスな多
言語時代に入った現在、言
語教育においても情報技術
に裏づけされた多言語 e-
Learning システムを構築
し、高度で効率的な教育を
行なうことが望まれます。
この COE計画では、 4つ
の研究班が組織され、各班
は緊密な連携をとりつつ研
究が進められています。

研究組織

言語情報学班は言語情報学の研究全体を統括し、 COE計画において中心的な役割
を担う研究班です。この班のもとに言語学班、言語教育学班、情報工学班の３つの
班が形成され、個々の専門分野における研究のほかに、言語情報学的研究を推進す
るための基礎研究を行なっています。
研究組織の全体を統括するのは、 21世紀 COEの事業推進担当者のうちの７名か
らなる統括班で、年次計画の遂行に関わる重要な意思決定は統括班会議でなされま
す。さらに各班の連携がより緊密になるように、連絡班も設置されています。連絡

言語情報学 

言語学 
外国語教育 

の高度化 

情報工学 
外国語教育 

の先端化 

言語教育学 
外国語教育 

の効率化 

言語情報学班 

言語学班 言語教育学班 情報工学班 
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4   川口裕司（ COE拠点リーダー）

班の会議も頻繁に開かれ、プロジェクトの進捗がお互いに報告されます。

統括班： 在間　進、高垣　敏博、敦賀　陽一郎、芝野　耕司、峰岸　真琴、
宇佐美　まゆみ、川口　裕司

連絡班： 浦田　和幸、黒澤　直俊、海野　多枝、吉冨　朝子、佐野　洋、
林　俊成

冒頭にも述べたように、この COE 計画によって創成される新たな学問分野であ
る言語情報学は、情報工学の基盤の上に言語学と言語教育学を統合した学問分野で
す。言語情報学の最も目にみえる成果は、 17の言語を対象とするインターネット上
の言語学習システム、「 TUFS言語モジュール」です。 

TUFS言語モジュール (TUFS Language Modules) 
 

http://www.coelang.tufs.ac.jp/modules/index.html

TUFS言語モジュールは 2003年 4月 25日に内部公開が始まり、字句の修正や誤
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言語運用を基盤とする言語情報学拠点    5

植の訂正が行なわれました。まず最初に外部公開されたのは、 IPA（ International
Phonetic Alphabet、国際音声字母）モジュールです。続いて公開されたのが発音モ
ジュールで、 2003 年 9 月に一挙に、ドイツ語、フランス語、スペイン語、ポルト
ガル語、ロシア語、中国語、朝鮮語、モンゴル語、フィリピノ語、ベトナム語、日
本語の 11言語が公開されました。
そして 2003年 12月 12日に、後で述べます国際会議の開催に合わせて、会話モ
ジュールが 17の全ての言語で公開されました。 

 TUFS言語モジュールの 17言語 
 

モジュールと通言語的発想 
TUFS言語モジュールは今までにない新しいタイプのウェブ教材です。その名の
とおり、「モジュール的発想」に基づいて作られています。 TUFS 言語モジュール
では、言語学習は発音、会話、文法、語彙の４つのモジュールに分解され、それぞ
れのモジュールはある程度まで互いに独立しながら、全体として一つのまとまりを
もった言語学習教材を構成すると考えます。もちろん言語学習が一つの統合された
一体性のある営みであることは言うまでもありません。しかしモジュール化によっ
て、「どのモジュールからでも」自由に好きなところから言語学習を始めることが
できることは、少なくともデメリットではありません。それどころか改訂や修正が
容易なことはモジュール教材のメリットと言えるでしょう。
ところで TUFS言語モジュールにより、より自由な学習設計が可能になるわけで
すが、学習の達成度や到達度を知るには、やはり何らかの統一的な物差しが必要に
なります。この COE 計画では、さらに一歩進んで、 TUFS言語モジュールを用い
た、東京外国語大学独自の言語能力記述モデルを追求し、将来的に一つの統一的モ
デルを提案する予定です。 17の言語にわたって、ある程度まで共通に言語能力を記
述することが可能になれば、中等・高等教育における言語教育に一時代を画するこ
とになるでしょう。ヨーロッパやアメリカではこれまで多言語に共通の言語能力記
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6   川口裕司（ COE拠点リーダー）

述の研究が地道に行なわれてきているだけに、日本でも同様の取組みに、今、着手
することは大変重要だと思います。

多言語による双方向モジュール

一つの同じ教材をいろいろな言語で学ぶことができたらどうでしょうか。それを
実現しようというのが TUFS言語モジュールの多言語版です。今のところ、英語と
モンゴル語と中国語（繁体字）のわかる人が、日本語の発音モジュールと会話モ
ジュールを学習できるようになっています。今後もさらにモジュールの多言語化を
推し進めていきます。
インターネット上の素材は取りかえがとても簡単です。 TUFS言語モジュールも
同じです。まず言語素材が作成され、次にそれがウェブ化されます。そして実際に
教材が使用され、評価が戻ってくると、もとの言語素材に修正や改訂が加えられ、
新たなモジュール教材として生まれかわります。

第１回言語情報学国際会議 
21世紀 COEが採択されるとすぐに、国際会議の準備が進められました。 2002年
末に会議の輪郭を決定しました。こうして 2003年 12月 13・ 14日の両日に、東京
外国語大学で第１回言語情報学国際会議 (The First International Conference On
Linguistic Informatics)が開催されました。
従来から言語理論とコンピュータ科学が言語教育や言語習得に影響を与えてき
たことは周知のことです。しかしながら、これら三つの研究領域の統合と協働は必
ずしも行われてきていません。この COE 計画が目指すのはそれらの学問領域の有
機的な統合です。
言語情報学の創成により、従来の言語学と応用言語学の成果は情報工学の基盤の
上に統合されます。この国際会議では言語情報学という新しい統合的学問領域の現
状を認識し、将来の可能性を考えます。会議は三つのセッションからなります。

１．コンピュータ言語学・・・・コンピュータ科学と言語学の協働の可能性
２．コーパス言語学・・・・・・コーパス言語学の現状
３．応用言語学・・・・・・・・第二言語習得と言語理論との関連性

会議には海外や国内の研究機関より多数の研究者をお招きし、 2 日間で延べ 300
名の出席者があり、活発な議論が交わされました。本学からも教員と大学院生が多
数の報告を行いました。言語情報学という統合的学問分野は、コンピュータ言語学、
文献学、方言学、コーパス言語学、語用論、応用言語学、 e-Learningなどの多岐に
わたる研究分野と関連します。そのため会議の参加者がそれぞれの報告や議論の内
容を理解できるように、事前に予稿集を出版して会議に臨みました。この会議報告
集を通して、言語情報学の裾野の広さを認識するとともに、その現状と課題が明ら
かになることと思います。
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